
夏　を 楽 し も う特 集

　
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
産
業
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
礎
を
築
い
た
〝
蔦
重
〟

こ
と
蔦
屋
重
三
郎
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
描
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
べ

ら
ぼ
う
」
が
放
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
江
戸
文
化
の
粋
で
あ
る
浮

世
絵
の
魅
力
が
、あ
ら
た
め
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
、

７
月
11
日
（
金
）
か
ら
８
月
31
日
（
日
）
ま
で
佐
賀
県
立
美
術
館
（
佐
賀
市
）

で
開
催
さ
れ
る
「
北
斎
・
広
重  

大
浮
世
絵
展
」
で
は
、
こ
の
時
代
を
颯
爽

と
生
き
た
二
大
絵
師
、
葛
飾
北
斎
と
歌
川
広
重
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
を

対
決
形
式
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
言
わ
ず
と
知
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
浮
世
絵
と
は
、
江
戸
時
代

に
江
戸
や
京
都
を
中
心
に
大
衆
文
化
と
し
て
広
ま
っ
た
木
版
画
の
こ
と
で

す
。
そ
の
中
心
は
美
人
画
、
役
者
絵
、
風
景
画
な
ど
で
、
当
時
の
暮
ら
し

や
流
行
を
反
映
し
た
も
の
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
描
写

が
多
く
の
庶
民
の
心
を
つ
か
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、海
外
に
渡
っ
た
作
品
は
、

西
欧
の
芸
術
家
た
ち
に
衝
撃
を
与
え
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
様
式
を
生
む
き
っ

か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、数
多
く
の
絵
師
が
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、

中
で
も
葛
飾
北
斎
と
歌
川
広
重
の
名
は
そ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
と
と
も
に

広
く
知
れ
渡
り
、
時
代
を
経
た
今
も
高
い
評
価
を
受
け
続
け
て
い
ま
す
。

江戸文化の粋・浮世絵の魅力存分に

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
家
族
や
友
人
と
充
実
し
た
時
間
を

過
ご
そ
う
と
、
休
日
の
計
画
を
立
て
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
回
の
特
集
で
は
、
佐
賀
新
聞
社
が
創
刊
１
４
０
周

年
記
念
と
し
て
主
催
す
る
こ
の
夏
イ
チ
押
し
の
美
術
展
「
北
斎
・

広
重 

大
浮
世
絵
展
」
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

二大絵師の作品を対決方形式で紹介
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特 集 夏を楽しもう

　
葛
飾
北
斎
（
１
７
６
０
～
１
８
４
９
年
）
は
、

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
に
熱
中
。
十
代
の
終

わ
り
に
人
気
浮
世
絵
師
・
勝
川
春
章
に
入
門
し
て

絵
師
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。 

そ
の
代
表
作
は

「
冨
嶽
三
十
六
景
」
で
す
。
全
国
各
地
か
ら
眺
め
た

さ
ま
ざ
ま
な
富
士
山
の
姿
を
描
い
て
お
り
、「
波
間

の
富
士
」「
赤
富
士
」
な
ど
の
作
品
は
奇
想
天
外
な

ア
イ
デ
ア
に
包
ま
れ
、
圧
倒
的
な
描
写
力
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
90
歳
ま
で
制
作
に
没
頭
し

た
天
才
絵
師
は
、
死
後
１
５
０
年
た
っ
た
今
も
世

界
的
な
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、歌
川
広
重（
１
７
９
７
年
～
１
８
５
８
年
）

も
負
け
て
い
ま
せ
ん
。
13
歳
で
家
業
で
あ
る
火
消

を
継
ぎ
ま
し
た
が
、
幼
い
頃
か
ら
絵
を
好
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
浮
世
絵
師
・
歌
川
豊
広
に
弟
子

入
り
し
ま
す
。
ひ
た
す
ら
画
業
に
専
念
し
、
東
海

道
の
宿
場
と
そ
の
周
辺
の
風
景
を
抒
情
的
に
描
い

た
「
東
海
道
五
拾
三
次
」
を
刊
行
。
作
品
は
当
時

の
旅
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
、
広
重
は
一

躍
、人
気
絵
師
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。「
冨

士
三
十
六
景
」
な
ど
の
名
所
絵
も
手
掛
け
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
大
浮
世
絵
展
、最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
「
北
斎
vs 

広
重 

あ
な
た
は
ど
っ
ち
派
？
」

と
題
し
、
巨
匠
２
人
の
代
表
作
２
０
０
点
以
上
を
〝
対
決
形
式
〟
で
展
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
県
立
美
術
館
の
展
示
室
に
は
、「
東
海
道
五
十
三
次
」
対
決 

― 

旅
・
風
物
・

グ
ル
メ
▽
「
歌
舞
伎
」
対
決 

― 

役
者
絵
・
武
者
絵
・
忠
臣
蔵
▽
「
名
所
」
対
決 

― 

風

景
と
江
戸
美
人
▽
「
版
元
」
対
決 

― 

代
表
作
と
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
（
版
元
）
▽
「
ユ
ー

モ
ア
」
対
決 

― 

滑
稽
絵
・
妖
怪
・
文
学
▽
「
肉
筆
画
」
対
決 

― 

卓
越
し
た
描
写
力
と

い
っ
た
６
つ
の
章
仕
立
て
で
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
最
近
の
展
覧
会
で
は
、
目
玉
作
品
に
つ
い
て
展
示
期
間
が
限
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
今
回
は
す
べ
て
の
作
品
が
会
期
を
通
し
て
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、「
あ
の

作
品
を
も
う
一
度
鑑
賞
し
た
い
」
と
い
う
要
望
も
か
な
え
て
く
れ
そ
う
で
す
。
作
品
に

ぐ
っ
と
近
づ
き
、
細
部
ま
で
見
つ
め
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
見
や
驚
き
も
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
佐
賀
展
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
族

や
友
人
と
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

ギャラリー
トーク

〈日　時〉７月１８日（金）10：30 ～／ 13：30 ～
〈講　師〉監修協力 山本野理子氏
　　　　 川崎浮世絵ギャラリー学芸員

〈会　場〉佐賀県立美術館２・３・４号展示室
〈料　金〉無料※当日有効な入場チケットが必要

記念講演会

〈日　時〉７月 19 日（土）10：30 ～ 12：00
〈講　師〉監修協力 山本野理子氏
　　　　 川崎浮世絵ギャラリー学芸員

〈定　員〉100 人
〈会　場〉佐賀新聞社会議室
〈料　金〉聴講無料 ※チケットもしくは半券提示が必要

〈締め切り〉６月30日（月）正午  ※応募者多数の場合は抽選

消しゴムはんこワークショップ
〈日　時〉７月 26日（土）
 ① 10：30 ～ 12：00　② 13：30 ～ 15：00

〈講　師〉消しゴムはんこ作家   江口智子氏
〈会　場〉佐賀新聞社会議室
〈料　金〉500円（１人または１家族）
〈内　容〉消しゴムはんこを押して浮世絵風の手ぬぐい製作
〈対　象〉①  一般（高校生以上）② 小中学生とその家族
〈定　員〉①  15 人　　② 15家族（１家族４人まで）
〈締め切り〉７月７日（月）正午　※応募者多数の場合は抽選

期間中イベント

詳細・お申し込みは特設サイトから

［ 記事：杉原孝幸　　デザイン：蒲原貴子］

葛飾北斎 冨嶽三十六景 凱風快晴

葛飾北斎 冨嶽三十六景 五百らかん寺さざゐどう 葛飾北斎 冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏

葛
飾
北
斎 

東
海
道
五
十
三
次 

日
本
橋

歌川広重 上野不忍の池雪の景（部分） 歌川広重 名所江戸百景 大はしあたけの夕立

● 協　賛 九州電力佐賀支店、メモリード、中野建設、第一生命佐賀支社、
ホンダカーズ中央佐賀、ミズ・溝上薬局、ヨネザワ、
NTT 西日本 佐賀支店、ロイヤルモータース、原田
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